
        

 

 

                      1,664ｍ 8 月 28 日 

                            

（南信州・浪合）水野（Ｌ）、市橋、柴橋、中村 

▲稲武町、道の駅どんぐりの里に 8：30 集合し、  

浪合パークへ向かう。浪合パーク 9：10 スター 

ト、馬の瀬 9：50、蛇垰山山頂 10：50 到着。 

山頂は展望台があるも眺望効かず、少し手前の広 

場に戻り、八ヶ岳連峰や南アルプスを堪能し昼食 

とする。メンバーの心掛けの良さからか途中雨に 

も降られず、暑すぎず心地良い山行で浪合パーク 

に 12：45 下山。途中道の駅どんぐりの里へ立 

ち寄り帰路についた。    ――記録：水野.              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

コロナから逃れ自然の野山へ！ そんな思いか 

らなのか、ネット上で山の遭難事故の報道が目

立つ。一例を挙げてみた。 

白馬乗鞍岳 28 日、48 歳男下山中に骨折し救助 

奥穂高  ジャンダルム途中で滑落 5 日目救助 

燕 岳  登山中合戦小屋下で意識不明、死亡  

聖 岳  行方不明―1 週間後に自力下山 

国見岳  行方不明 男 38 歳 6 日ぶり救助 

弥 山 行方不明 女 2 人 60 代 9 日ぶり救助 

爺ヶ岳 死亡 男 86 歳 疲労・救助後急変 

富士山 父 40 歳と子 2 人 父が疲労で救助要請 

八ヶ岳縞枯山 70 歳夫婦 夫とはぐれ夫捜索中 

剣 岳 三ノ窓雪渓で死亡 単独入山の男 54歳 

 

8 月 34 人 
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 ⓷ 

 

 

▲ＩＭＦ（インド 

登山財団）に登 

頂報告を済ませ 

たところです。 

 本隊は7月20 

日に羽田空港に 

帰ります。 

  僕は過日発行 

した 「Indian

Ｈimalaya」 の宣伝などがあり、ムンバイとコル

カタに寄って 7 月 28 日に帰国します。  

           ―デリーにて 沖 （7 月 18 日受信） 

 

   

         さん（はたなか まさみ） 

   1980 年生まれ 春日井市 上条町 在住 

   大昔、小梨平～徳沢 を定番に、蝶ヶ岳、 

   焼岳に登ったことはありましたが、今は 

初心者です。よろしくお願いします。 


